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こ
の
た
び
大
光
寺
地
内
に
市

営
墓
地
宮
津
墓
苑
を
造
営
す
る

に
な
り
ま
し
た
訳
は
御
存
じ
の

と
お
り
、
火
災
復
興
事
業
じ
当

り
道
路
に
か
か
る
墳
墓
は
も
と

よ
り
、
現
存
し
て
い
ま
す
墳
墓

を
、
市
街
地
の
騒
々
し
く
て
霊

の
安
住
地
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
こ
ろ
か
ら
静
か
で
清
潔
で
見

は
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
へ
移
し

た
い
念
願
に
外
な
ら
な
い
次
第

で
あ
り
ま
す
。

宮
津
墓
苑
は
通
称
長
野
坂
、

道
心
坂
と
呼
ば
れ
て
い
る
丘
陵

地
で
総
面
積
二

万
二
千
三
百
四

十
六
坪
を
予
定
し
、
そ
の
う
ち

第

一
期
工
事
と
し
て
面
積
約
七

千
坪
の
土
地
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
用
地
の
買
収
計

画
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
現
状

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
は
魚
津

市
街
地
か
ら
十
五
六
町
の
位
置

に
あ
っ

て
前
面
は
古
鹿
熊
|
魚

津
線
(
県
道
)
に
接
し
乗
合
パ

久
の
使
も
あ
り
、
交
通
の
使
も

よ
く
、
土
地
は
高
低
差
約
二
十

米
の
丘
陵
地
で
あ
り
ま
す
の
で

高
燥
閑
寂
、
前
方
に
は
富
山
湾

を
望
み
、
爽
快
さ
を
覚
え
さ
せ

る
土
地
で
あ
り
ま
す
。
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建
築
行
政
事
務
と

魚津市友道

中部印刷株式会社

住
宅
公
庫
委
託
業
務
を
開
始

市
で
は
、
都
市
復
興
の
一
還

と
な
る
建
築
工
事
の
適
正
を
図

り、

公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る

目
的
で
、
こ
の
た
び
建
築
基
準

法
の
規
定
に
荘
一く
建
築
工
事
の

椛
認
な
ど
の
建
築
行
政
の
仕
事

一一一

多 整 ら 4'jJ四うと
い理四そのrJよ並市
部 事 ケし認五う行は
分 業生FてぬI日認し
かの計昭が付 可 て火
ら街闘 和あ で 申 下災
下路で 三 り下 請 水復
水 中 、十ま水 中道興
管 、土二し 道 で 事 街
を 宅地年 た 築 し 業 路
布地区度 。造 たを 事
設の画か 工が行 業

! っ 金 補て対で工す
:市 て四助施策す 事 る
の ま 分三 行 事 c は こ
下かの 分 さ 業 こ、と
水なーのれとの総と
道 わ 、ーる公 事額 な
はれ及、も共 業 八り
、まび受の 事 は千

内す 市 益で 業 特 七管
径 円{責者 、と別 百 の
こ に負国を 失 万布
五 よ 担庫以 業 円設

市
民
税
個
人
申
告
書
の

提
出
l

正
し
い
申
告
を
l

20日まで

四
月
十
日
よ
り
四
月
二
十
日
を
提
出
し
て
い
た
た
く
期
同
で

ま
で
、
市
民
税
の
個
人
申
告
書

一
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
申
告
書
を
参

考
に
昭
和
三
十

二
年
度
の
市
民

税
の
賦
課
を
き
め
る
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
正
し

い
申
告
書
を
提
出
し
て
下
さ
る

こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
し
正
当
な
事
由
が
な
い
の

に
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は

三
万
円
以
下
の
過
科
を
科
せ
ら

れ
、

ま
た
い
ろ
/
¥
な
控
除
が

認
め
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
必
ず
申
告
さ
れ
る
よ

ふ巾
営
基
地
必
星
雲
団

糎
か
ら
一
米
一

O
糎
ま
で
の
鉄

筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
管
を
街
路
に

埋
設
し
て
、

各
戸
の
下
水
や
雨

水
を
受
け
て
下
水
処
理
場
に
導

き
、
処
理
し
た
上
、
海
中
へ
流

出
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、
処
理

場
の
出
来
る
ま
で
は
、
糞
尿
を

受
入
れ
ま
せ
ん
。
処
理
場
は
昭

和
三
十
六
年
完
成
の
予
定
で
、

そ
れ
ま
で
の
問
は
一
般
下
水
や

雨
水
の
み
を
流
入
さ
せ
る
こ
と

と
な
り
、
各
戸
の
水
洗
便
所
の

建
造
は
昭
和
三
十
六
年
以
降
に

願
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
新
築
家
屋
の
排

水
に
は
炊
事
場
、
浴
場
、
雨
水

う
お
願
い
し
ま
す。

な
お
、
申
告
用
紙
は
各
戸
に

配
情
し
で
あ
る
筈
で
す
が
、
配

付
洩
れ
や
記
入
不
明
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
税
務
課

か
最
寄
の
各
出
張
所
へ
申
出
て

下
さ
い
。

申
告
期
間

四
月
+
日
よ
り
四

月
二
十
日
ま
で

申
告
書
受
付
場
所

市
役
所
及
び
各
出

張
所

各
戸
の
宅
地
内
の
下
水
管
は

四
寸
な
い
し
六
寸
の
陶
管
を
用

い
ら
れ
、
各
流
点
に
は
桝
を
設

け
て
掃
除
の
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
お
き
、

管
の
勾
配
を
五

O

分
の
一
程
度
に
し
て
置
か
れ
る

と
結
構
で
す
。
こ
の
各
戸
の
下

水
管
と
市
の
下
水
道
管
と
の
連

絡
は
丁
度
水
道
の
各
戸
引
込
工

事
の
よ
う
に
市
の
水
道
課
で
行

い
ま
す
。
其
の
方
法
費
用
な
ど

の
使
用
料
改
正

器レハ司ノ量道レハーノ
す
。

水
道
給
水
条
例
が
一

部
改
正
に
な
り
量
水
器

使
用
料
が
四
月
か
ら
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

口
径
別
の
改
正
使
用

料
金
は
次
の
と
お
り
で

一
三
粍

一
六
。

二

O
グ

二
五
グ

四

0
0

四

O
円

四
五
円

五

O
円

六
O
円

一
五

O
円

仮
換
地
の
指
定
位
置
.

答
申
に
つ
い
て

四
月
八
日
第
十
二
回
土
地
区

画
整
理
審
議
会
を
開
催
し
真
成

寺
町
方
面
の
プ

ロ
ッ
タ
①
①
①

@
ノ一

④

ノ
二
所
審
議
会
の
意

見
を
決
定
し
事
業
受
託
者
富
山

県
知
事
に
答
申
し
た。
，

こ
れ
で
七
十
六
プ
ロ
ッ
タ

の

内
二
十

一
ブ

ロ
ッ
ク
を
答
申
し

た。
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災
害
土
木
復
旧
工
事
の
竣
功

腿

熊

地

内

の

隊

道

な

ど

昭
和一
一
十
七
年
か
ら
毎
年
蒙

っ
た
大
き
い
土
木
の
災
害
に
対

し
そ
の
復
旧
完
成
に
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
昭

和
三
十
一
年
度
災
問
の
う
旬
、

市
道
松
合
四
十
号
線

(
腹
開
…泊

先
)
の
隆
道
何
旧
工
耶

(
延
長

五
十
米
)
が
完
成
し
ま
し
た
。

に
つ

い
て
は
終
日
に
本
紙
及
び

印
刷
物
で
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

取
魚
ぎ
御
相
談
の
あ
る
方
は
水

治
課
に
問
合
せ
下
さ

い
。
な
ん

で
も
無
く
考
え
ら
れ
る
下
水
の

排
水
が
一

番
不
潔
な
、
い
や
な

思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
建
物
の

設
計
に
は
初
め
か
ら
充
分
こ
の

点
を
考
慮
に
入
れ
て
衛
生
的
な

自
制
或
い
は
宅
地
の
設
討
を
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

寄

附

墓

地

一三三一三
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E

-
-三

一一
一

が
払
寸
閑
地
内
の
丘
陵
地
に

約
二

万
二
千
余
坪
を
予
定

一
に
か
か
る
住
宅
金
融
公
庫
法
に
一
に
つ
い
て
事
前
の
手
続
や
疑
義

一
基
く
委
託
業
務
も
行
う
こ
と
と
一
な
点
が
あ
っ
た
ら
市
役
所
建
築

一
な
り
ま
し
た
か
ら
、
建
築
工
事

一
課
の
方
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

一七
匹
引
引
ud
劃
む
劃

F

を
始
め
ま
し
た
。

一
伝
染
病
発
生
撲
滅
の
た
め
、

建

一

下
へ
の
殺
虫
剤
の
撒
布

ま
た
市
で
は
、

住
宅
金
融
公

一
物
の
内
外
の
清
掃
を
徹
底
す
る

一
札
家
の
ま
わ
り
の
溝
や
汚
水
の

庫
か
ら
融
資
を
受
け
て
住
宅
建

一
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
ね
ず

一

流
通
を
よ
く
し、

不
要
な
水

設
の
希
担
者
が
相
当
多
い
実
状

一
0
0
0
み
、
蚊
、
は
え
等
の
一

た
ま
り
の
除
去
及
び
手
洗
鉢

で
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
た
び
市

一

K
的

環
境
的
駆
除
大
掃
除

一

防
火
用
水
川
そ
の
他
蚊
の
発

民
の

2旬
、
こ
れ
ら
申
請

一
済

∞

を
行
い
健
康
で
気
持

一

生
源
と
な
る
協
同
に
薬
剤
撒

修
長
施
設
と
し
て
は
引
水
し
て

一
念
願
で
あ
り
ま
ず
。
ど
う
か
火

一

一
ゅ

の
よ
い
生
活
環
境
を

-

布

控
泉
、
明
水
池
、
給
水
ポ

ン
プ

一
災
復
興
の
大
卒
業
に
御
協
力
い
一
を

ぽ

作
り
ま
し
ょ
う
。

一

:
:
:
:
:

一

-
h
a
、
川

一

等
を
設
け
供
花
に
使
に
;

イ

一
た
だ
き
ま
し
て
進
ん
で
御
利
用

一
問

∞

実
施
事
項

一
等
の
排
水
告

を

布

設

さ
れ
て

で
は
ど
の
よ
う
に
墓
地
が
造

一
日

時

計

J
日

刊

誌

一
灯
、
る
よ
う
希
望
し
て
お
り
ま

一
議

∞

L
た
た
み
乾
し
ゃ
縁

一
日

パ

沈

下

段

H
M

ら
れ
る
か
そ
の
計
岡

雪

見
ま

一
的
に
保
管
す
る
納
骨
堂
、
墓
地

一
墓
地
調
査
に
御
協
力
を

一

4A
の
下
、

天
井
裏

1
1
u来
る
よ
う
に
施
工
え
れ

す
と
、

墓
地
は
上
、
中
、
寸
良

一
の
管
理
の
た
め
の
管
理
事
完
斤

一

£
お
現
在
復
興
区
域
内
の
基

一

の

O

の
効
栄
的
な
掃
陥

一

の
三
段
階
の
丘
陵
に
下
図
の
土

参

詣
者
の
休
初
所
等
も
設

れ

一
地

?

を

し

て

お

り

ま

す

の

で

春
∞

の
突
施

一
て
お
く
こ
と
が
特
策
会

え
ら

う
な
こ

米
幅
の
通
路
を
設
け
、

一
れ
、
そ
れ
以
外
の
牢
一地
に
は
芝

一
基
加
に
打
込
ん
で
あ
り
ま
す
杭

0
0
0

2.ね
ず
み
の
巣
や
死

一
れ
ま
す
。

そ
の
雨
側
に
控
地

(
墳
墓
)
を

一
張
り
、
樫
木
、
花
木
の
舶
殺
を

一
木
の
番
号
を
も
っ
て
市
の
区
画

体
の
発
見
除
去
及
び
ね
ず
み

並
べ
ま
す
白

壁
地
の
総
数
は
約

一
行
い
、
公
開
の
よ
う
に
ま
こ
と

一
松
理
諜
に
墓
地
の
由

一

穴
等
の
閉
塞
、
大
掃
除
後
の

一
千
個
に
上
り
大
体
火
災
復
興

一
に
明
る
い
墓
地
に
し
た
い
の
が

一
た
い
と
存
じ
ま
す
。

目

屋
内
の
壁
天
井
、
畜
舎
等

へ

区
域
内
の
墳
墓
全
部
を
収
特
す

一

る
能
力
は
あ
り
ま
す
。
臨
地
の

一

大
き
さ
は
一
坪
二

合
、
一
坪
八

一

合
、
ニ
坪
四
合
、
及
び
四
坪
八

合
の
四
種
類
で
す
。

墓
地
の
施
設
と
し
て
は
、

宏

道
を
配
し
て
植
栽
を
行
な
い
、

五、

0
0
0円

市
内
住
吉
三
、
。
八
七

寺

田

茂

〈
父
死
去
に
よ
る
香
志
)

五

0
0
三

O
O
円

七
五

。

四
O
O川

一0
0
0
五

O
O円

但
し
一

O
O
粍
を
こ
え
る
目前
一水

器
の
使
刷
料
は
市
長
が
別
に
定

め
る
。

写
真

上
は
復
旧
な
っ
た
小
川
専

筋
左
岸
と

下
は
市
道
鹿
熊
地
内
陸
道

× 

× 

壬
司
市
一
!
?
ヨ
わ

4
M
F
4
M
m
も
叩
雪
ロ

r
E
U

正
し
い
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

子
供
は
心
身
共
に
健
康
な
姿

一
た
ら
直
ぐ
飾
版
周
を
し
、
母
子

で
生
れ
る
と
一ス
う
こ

と
は
児
童

一
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
早
期
健

福
祉
の
第
一

歩
で
あ
り
親
と
し

一
康
診
断
に
よ
り
正
し
い
保
健
指

て
肢
も
大
き
な
責
任
で
あ
る
と

一
噂
を
党
け
て
下
さ
い
。

思
い

ま
す
。

一

な
お
検
診
は
、
毎
月
行
っ
て

子
供
の
中
に
は
す
で

に
身
体

一
い
ま
す
。
今
月
の
検
診
日
は
次

虚
弱
、
身
体
陥
害
、
疾
病
等
の

一
の
と
お
り
で
す
。

臨
官
一聞
を
ね
っ
て
生
れ
る
も
の
は

二

、
期
日
四
月
二
十
六
日
午

決
し
て
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

後

一
時
よ
り
一
一
一
時

れ
等
の
大
部
分
は
臨
似
中
の

注

ま

で

意
に

よ

っ

て

防

止

す

る

こ

と

が

魚

津

保

健

所

山
来
る
の
で
す
。
姉
娠
と

解

つ

政

船

人

科

医

以花
見
ど
き
の
防
犯
心
得
以

×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
 

。
ァ
キ
ス
ネ
ラ
イ
に
は

大
金
を
な
る
べ
く
家
に
お
か
な

い
こ
と
。
外
出
す
る
と
き
に
は

戸
締
を
し
っ
か
り
と
し
て
人
目

の
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
に
「
カ

ギ
」

を
か
け
て
隣
近
所
に
頼
ん
で
お

お
C
寺
A

ア
し
ト
A
R
J
O

。
ス
り
に
は

必
要
以
上
の
お
金
を
持
ち
歩
か

な
い
こ
と
。
人
ご
み
や
乗
物
の

乗
降
の
さ
い
に
は
特
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う。

。
チ
カ
ン
に
は

女
の
方
の
夜
間
、
暗
い
所
の

人
歩
き
は
あ
ぶ
な
い
で
す
。
ま

た
近
頃
少
女
に
い
た
ず
ら
す
る

変
た
い
者
が
多
い
の
で
充
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
少
年
の
不
良
化
防
止
に
は

花
に
う
か
れ
た
大
人
の
見
苦
し

い
行
い
を
ま
ね
て
、
酒
や
た
ば

こ
を
の
み
、
又
桃
色
遊
戯
ゃ
け

ん
か
な
ど
が
多
く
な
り
ま
ず
か

ら
大
人
の
無
責
任
な
行
い
を
充

分
つ

L

し
み
ま
し
ょ
う
。
な
お

お
子
さ
ん
の
夜
の
外
出
や
読
物

持
物
な
ど
に
よ
く
注
意
し
ま
し

ト
仇
え
ノ
。

お
知
ら
せ

て

場
例

一、

医
削

。
被
害
の
届
は
一
刻
も
早
〈

ア
キ
ス
ネ
ラ
イ
や
シ
ノ
ピ
コ
ミ

な
ど
の
盗
難
に
入
ら
れ
た
場
合

は
、
現
場
に
手
を
ふ
れ
た
り
、

ふ
み
つ
け
た
り
し
な
い
で
そ
の

ま
L

瞥
察
へ
お
届
け
下
さ
い
。

。
押
売
り
を
締
め
出
し
ま
し
ょ

-
R
J
 

押
売
の
取
締
の
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
か
ら
、
押
売
り
に
座

り
込
ま
れ
た
り
、
強
要
、
脅
迫

さ
れ
た
よ
う
な
場
合
は
、

・隣
近

所
に
連
絡
し
、
は
や
く
瞥
察
(

二
一
番

・
五
五
一
番
)

へ
知
ら

し
て
下
さ

い
。

(
魚
津
警
察
署
〉
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。"'0::>0つco

一ーー・4色

斉
登
録
替

自
転
車
の

十
八
日
か
ら
地
区
毎
に
標
識
取
か
え

自
転
車
の
登
録
は
市
税
を
収
一
ら
れ
た
こ
と
。

め
て
頂
ぐ
た
め
で
も
あ
り
ま
す
一
札
罰
則
に
科
料
を
付
加
し
、

が
、
そ
の
真
の
目
的
は
盗
難
の
一

実
効
性
あ
る
も
の
と
さ
れ
た

予
防
に
あ
る
こ
と
は
自
転
車
の
一

こ
と
。

所
有
者
各
位
に
は
お
判
り
の
こ
一

瞥
祭
と
の
協
力
に
つ
い
て

と
L

存

じ

ま

す

。

一

し
条
例
の
目
的
で
あ
る
盗
難

昨
年
十
二
月
富
山
県
自
転
車
一

防
止
の
う
ち
取
締
に
関
し
て

登
録
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ

一

は
、
警
察
に
お
い
て
行
う
も

一
段
と
盗
難
防
止
の
対
策
が
強

一

の
で
あ

・
・
・
E
事
選
議
瀦

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一

る
か
ら

闇
騨
翻
期
鱒
腿
鱒
鱒

そ
の
改
正
の
要
点
は
次
の

と

お

一

市

町

村

瀬

機

織

灘

機

織
繍

り
で
す
。

一

長
と
瞥
機
織
機
織
機
織
欄
選

-

L
自
転
車
登
録
証
及
び
登
録

一

察

は

常

総
機
織
機
織
機
綴

番
号
機
の
犠
式
は
、
こ
れ
ま

一

に

連

絡

勝

際

機
線
機
織
機

で
知
事
が
定
め
て
い
た
が
市
一
を
密
に

闘

関

線

級

隣

隣

町
村
長
が
定
め
る
こ
と
L
さ

一

し

協

力

幽

圃
際
雌
圃

圃

圃

れ
た
こ
と
。

一

す
る

こ

醐
蘭

聞
魁
圃
圏
圃
園

つい
買
入
れ
等
の
禁
止
に
関
す
一
と
L
な

冨
置
壇
画
園
田
圃
量

る
規
定
及
び
不
正
品
の
届
出

一

っ
た
こ
と
。

義
務
に
関
す
る
適
用
範
閲
を
一

工
所
轄
警
察
署
に
は
市
町
村

拡
大
し
、
盗
難
防
止
の
実
効
一

の
自
転
車
登
録
台
張
の
写
が

を
挙
げ
る
よ
う
措
置
が
講
ぜ
一
備
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
異
動

問
、
肥
料
の
施
用
期
に
当
っ

て

素

の

六

割

、

加

里

は

窒

素
の

施
肥
の
適
正
量
な
ど
に
つ
い
て
七
割
に
粘
壌
土
並
び
に
黒
ポ

お
き
き
し
た
い

。

ク

地

借

で

は

同

じ

く

生

産

米

答
、
肥
料
の
施
用
適
当
量
に

つ
一
石
当
り
窒
素
一
〆
、
燐
酸

い
て
は
あ
ら
か
じ
め
皆
様
方
へ
加
里
と
も
に
窒
素
の
七
割
に

肥
料
の
註
文
書
を

利

用

し

て

御

計

算

し
て
あ
り
ま
す
。

知
ら
せ
し
た
分
量
で

適

当

か

と

成

分

量

に

つ
い
て
は
特
に
例

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
注
意
願
い
年
の
体
験
と
対
照
し
て
検
討

た
い
点
は
、
レ
ン

ゲ
の
出
来
高

の
上
最
善
の
方
法
を
講
じ
て

一
厩
肥
の
施
用
量
を
引
い
て
あ
り
下
さ
い
。

一
ま
せ
ん
か
ら
、

レ

ン

ゲ

の

出

来

施

用

肥

料

の
種
類
に
は
砂
地

一
具
合
を
見
積
っ

て
生

k
司

4
7

の
よ
う
に
流
亡
し
易

一
草
百
〆
に
窒
素
四
百

ぬ
猷
主
主
ぷ
グ

く
、
秋
落
し
日
仰
い
地

行

一
匁
の
割
に
し
て
全
肥

均
一
一
人
民
一円以

帯
で
は
秋
落
対
策
に

'

it，一
量
か
ら
差
引
い
て
下

忠

岡

H
E一ふ
り

無
流
酸
根
肥
料
と
肥

田
一

さ
い
。
厩
肥
は
百
〆

広

司

容

認

効

持

続

を

ね

ら

っ
て

5
一
に
三
百
匁
引
い
て
頂

対
日
l
E臨
ん
代

J

に日
一

石
灰
窒
素
、
熔
隣
、

117
1
0

が
た
γ
ijhuw

で
計
算
し
ま
し

j
一

な
お
今
年
は
去
年

一小一
由
=
一
だ
が

た
し
、
粘
壌
湿
田
、

4
一

同
様
、
生
育
期
間

ぷ

γ
jliル
黒
ポ
ク
地
帯
は
早
効

年

一

の
一介
一艇
の
変
動
が

d
C恥
弐

根
腐
れ
を
考
え
、
土

M
M
一

大
き
い
と
予
報
さ
れ

て

い

ま

の
…肥
も
ち

の

よ
い
こ
と
で
塩

和
一

す
の
で
、
窒
素
成
分
を

一l
l
ニ
安
、
熔
燐
、
塩
加
で
書
き
ま
し

昭

一

割
引
い
て
や
っ
て
頂
き
、
幼

穂

た

。

形
成
に
入
る
こ
ろ
天
候
を
見
昨
今
は
種
々
の
化
成
肥
料
も

計
っ
て
追
肥
し
て
下
さ
い
。

出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

計
算
の
基
礎
は
共
済
組
合
で
成
分
や
奏
効
、
経
済
面
を
よ
く

採
用
し
て
お
ら
れ
る
一

筆
毎
検
討
し
て
良
い
も
の
を
選
ん
で

の
基
準
反
収
を
基
礎
に
、
成
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
む

分
で
は
生
産
米
一
石
当
り
砂

地
窒
素
一
〆
に
、
燐
酸
は
窒

l昭和2同月1S自)
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に
つ
い
て
も
通
知
す
る
こ
と

L

な
っ
た

こ
と
。

以
上
の
改
正
の
主
旨
に
基
い
て

市
に
お
い
て
も
該
条
例
の
施
行

規
則
が
制
定
さ
れ
、
下
記
に
よ

り
標
識
の
一
斉
取
替
を
突
施
し

昭
和
三
十
二
年
度
及
び
滞
納
の

自
転
車
荷
車
税
を
同
時
に
納
入

写
真
は
新
し
い
標
識

な 一 Fl 

オす ート 均二ニ//十。
四 九 日

天 |ヨ |ヨ EI -1 t也
の

時区
inFlコE ，n h 

ij 。//// I ij 

t工
問別

終最

野地下方角川。
加上回 天 士也 実

|以咋 吋角神| 中 :{Fi 
方面

野

区以南
でま よ 島 区 予

繰延 .IEち田積方施神

"̂' 
り 一 定

る
計7 全 実 表。

上張所w 
施
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場

所 所

らて 登 の かし しし
特 徹 な 録上らな、て

※ に底お し 、印い納 頂
御的実て予鑑こ入い
留に施下定並とのて

※意摘後さ 日 びに なか
下発はいににいし、ら
さ さ 響 。各税た場標

※ いれ 祭 出 金 し 合 識
。まに 張を ま は を

す :お 所 持 し 交交
かい で 参 た付付

染本 蚊 つ法に滅に
病脳恐 とに 清 がは
は炎ろ めよ 掃 ーま
蚊、 し てつ、 番 ず
にデい 下て乾効発
よンマ さ 蚊 燥 果 生
つ グ ヲ い、、的源
て耕 リ D 蝿焼 での
媒なヤ の却、 場
介 どや 駆等今所
さ の、 除 ののの
れ伝日 に方内撲

う よ 火燥
に う のす こ
既。気 る れ
に新に時か
全 開充期ら
国 等分 で空
ので注あ 気
各御意りが
地承致ま 非
で知 しす 常
山 のまの に
火 よし で 乾

新
火
葬
場
に
移
転

四
月
十
五
日
か
ら
本
江
地
内

一.3
火
葬
場
の
使
用
申
込
み
は
必

の
旧
火
葬
場
が
廃
止
さ
れ
、
い

一

ず
二
日
前
に
料
金
を
そ
え
、

よ
い
よ
新
し
い
開
地
内
の
火
葬

一

市
民
課
又
は
出
猿
所
に
申
込

場
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

一

み
下
さ
い
。

ま
し
た
。

一

た
だ
し
死
産
児
の
場
合
は
厚

火
葬
場
の
使
用
に
つ
い
て
は

一

生
課
又
は
出
強
所
で
取
扱
い

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

い
ま
す
。

L
火
葬
所
要
時
間
は
約
二
時
間

一
O
葬
送
車
の
利
刷
に
つ

い
て

を
要
し
ま
す
の
で
、
そ
の
間

一
L
葬
送
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は

待
合
所
で
待
合
せ
の
上
、
骨
あ

一

必
ず
火
葬
巾
込
み
と
同
時
に

げ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

火
葬
料
の
ほ
か
に
次
に
よ
り
・

1
火
葬
料
金
は
寝
路
、
座
胞
の

一

算
出
し
た
料
金
と
印
鑑
持
参

区
別
な
く
次
の
と
お
り
で
す

一

の
上
、

厚
生
課
又
は
出
張
所

十
二
才
以
上
一
、

五

O
O円
一

へ
申
込
み
し
、
葬
送
車
使
用

十
二
才
未
満
一
、

0
0
0円
一

票
の
交
付
を
受
け
使
用
さ
れ

死

産

児

五

O
O
円

一

る
と
き
提
出
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
市
外
に
住
府
の
方
が

一
工
葬
送
車
料
金
は
次
の
と
お
り

使
用
さ
れ
る
と
き
は
そ
れ
ぞ

一

で
す
。

れ
五
割
増
に
な
り
ま
す
。

。一

基
本
額

一O
O円

山
火
事
に
ご
注
意

日
十
五
日
か
ら
H

加
算
額

的
十
粁
を
こ
え
る
場
合
は
一

粁
ま
で
増
す
ご
と
に四

O
円

制
作
業
時
間
二
時
間
を
と
え

る
場
合
は

一
時
間
ま
で
を

増
す
ご
と
に

二

O
O円

付
乗
車
定
員
六
名
を
こ
え
る

に
ひ
そ
ん
で
植
物
の
樹
液
を
吸

い
ま
す
。

蚊
の
主
な
発
生
源
は
、
除
草

ド
プ
、
水
槽
、
肥
料
だ
め
な
ど

の
惑
い
水
田
、
溝
、
水
た
ま
り

で
す
が
、
卵
か
ら
成
虫
と
な
っ

て
飛
び
立
つ
ま
で
ア
カ
イ
エ
カ

で
は
夏
季
約
二
凋
聞
か
ム
り
ま

す
口

蝿
蝿
は
種
類
も
多
く
分
類
も
煩

雑
で
す
が
、

暖
く
て
発
育
に
好

都
合
の
と
き
は
大
体
十
日
で
卵

か
ら
成
虫
に
な
り
ま
す
。
春
一

匹
の
蝿
は
暮
に
は
十
五
億
五
千

余
匹
の
割
合
で
増
え
ま
す
D

叉

不
潔
な
と
こ
ろ
に
育
ち
、
ゴ
ミ

溜
や
畜
舎
、

便
所
等
に
集
っ

て

い
る
の
で
無
数
の
徽
菌
を
足
に

つ
け
食
膳
等
に
集
る
の
で
、

疫

痢
、
赤
痢
、
腹
チ
フ
ス
、
寄
生

虫
卵
な
ど
伝
染
病
の
菌
を
運
ぶ

の
で
す
。

蚊
や
蝿
は
大
抵
成
虫
の
雌
が

越
冬
し
ま
す
。
幼
虫
で
越
冬
す

事
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が、

貴
重
な
森
林
の
資
源
を
一
寸
し

た
不
注
意
か
ら
焼
失
す
る
こ
と

は
、
所
有
者
は
勿
論
の
こ

と
国

家
的
に
も
非
常
な
損
失
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
、

山
仕
事
の
と
き
は
一
人
一
人
が

充
分
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
頂

き
た
い

と
思
い
ま
す
。

場
合
は
三
名
ま
で
増
す
.こ

と
に

二
一

O
円

な
お
火
葬
場
の
使
用
回
数
は

一
日
四
体
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
以
上
の
申
込
み
数
の
あ
る

と
き
は
あ
ら
か
じ
め
翌
日
又
は

前
日
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
申
込
み
は
使
用

日
の
二
日
前
に
し
て
下
さ
い
。

-・圃・・

-‘ 

昭

和

三

十

二

年

度

青

年

学

級

学

級

を

開

設

今
年
も
、
昨
年
問
機
四
月
か

一
の
運
営
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

ら
昭
和
三
十
二
年
度

青
年

学
一

大
き
〈
多
く
の
青
年
の
参
加
が

級
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
ま
一
望
ま
れ
て
い
ま
す
U

青
年
学
級

す
り

一
開
設
場
所
と
代
表
者
は
次
の
と

青
年
の
激
養
の
場
と
し
て
そ

一
お
り
で
す
。

る
種
類
も
あ
る
が
、

普
通
に
み

一

全

十
八
日
(
月
)

ら
れ
る

シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
成

一

市
議
会
特
別
委
員
会
開
催

一

全

十
九
日

(
火
)

虫
の
雌
で
越
冬
し
ま
す
イ
エ

パ
一

打
議
会
産
業
経
消
費

命

俄

エ
は
冬
で
も
少
数
が
繁
殖
し
て

一
一
一
一
月
十
一
日
か
ら

一
全
一「

二

十
日
(
水
)

い
る
場
合
が
多
く、

ヒ
メ
イ
エ

一

一
一
一
月
三
十
一
日
ま
で

一

市
議
会
特
別
委
員
会
開
催

一
三
月
十
一
日

(
月
)

一

敬
育
委
員
協
議
会
開
催

パ
エ
は
蝋
で
越
冬
し
ま
す
。

一

定
例
市
議
会
開
会

一
全
j

二
十
二
日
(
金
)

従
っ

て
、
蚊
や
蝿
が
越
冬
の

一

京
本
願
寺
法
主
大
谷
光
州
問
氏

一

市
議
会
建
設
委
員
会
開
催

た
め
に
潜
ん
で
い
る
場
所
は
、

一

来
市

一
全

市
十
軒

恒

例
一お

い
z
開
催

ー

、

一
全

十
三
日
(
水
)

一

家
畜
小
屋
、
納
屋
、
天し
f
r
A

一

:

一
全
二
十
五
日
(
月
)

;

一

出
漁
団
祈
願
祭
を
大
町
小
学

一

市
議
会
総
務
委
員
会
開
催

縁
の
下
、
便
所
、
地
下
最

下

一

校
に
お
い
て
執
行

一

土
地
区
画
幣
理
審
議
会
開
催

水
道
肥
料
だ
め
、
椎
肥
や
鹿
挨

一
全

十
五
日

(
金
)

一
全

二

十

六

日

(
火
)

集
積
物
等
不
潔
で
湿
気
の
多

一

定
例
市
議
会
科
会

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

ぃ
、
う
す
暗
い
場
所
で
す
か
ら

一
全

十
六
日

ハ
土
)

一
全

L
E山
知
…
怠
い
お

開
催

一

市
議
会
文
教
厚
生
安
民
会
開
依
一

-r

清
掃
、乾
燥
、焼
却
し、

宇
伝

£

一

一

全

二

十
九
日

(
金
〉

4
1
7
一
全

十
七
日
(
日
)

一

市
議
会
特
別
委
員
会
開
催

と
こ
ろ
を
除
い
て

D
D
T
泊
済

一

市
議
会
議
員
協
議
会
及
び
文

一
全
一
三
十
昨

(
土
)

が
最
も
効
果
的
で
す
。

一

教
厚
生
委
員
会
開
催

↑

定
例
市
議
会
再
会

一病
が
寄
生
す
る
の
で
、

春
に
な

ピ

ヤ

ク

シ

ン

類

の

観

賞

樹

一
る
と
又
赤
星
病
の
胞
子
が
ピ
ヤ

T
、

ク
シ
ン
類
の
業
譲
よ
り
発
芽
し

を

追

放

し

、

ま

し

ょ

う

て
飛
散
し
て
烈
の
木
へ

絶
え
ず

|

特

産

梨

を

生

か

す

た

め

に

|

一侵
入
し
ま
す
c

赤
星
病
を
完
全

に
防
ぎ
、
良
い
烈
を
と
る
た
め

ー
…倣
の
撒
布
を
徹
底
し
、
更
に
に
は
少
く
と
も
王
町
以
内
に
ピ

年
末
に
落
葉
を
掃
き
集
め
て
焼
ヤ
ク
シ
ン
類

(
飼
ピ
ヤ

ク
シ

ン

却
し
で
も
、
近
所
に
ピ
ヤ
ク
シ
シ
ン

バ
ク
、
員
塚
伊
吹
)
等
を

ン
類
の
植
物
が
あ
る
と
、
赤

星

組

え

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

∞
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
∞

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

天
神
山
な
ど
手
軽
な
コ

l
ス
で

魚
津
市
の
特
産
の
一
つ
で
あ

る
友
道
梨
に
最
近
毎
年
の
よ
う

に
赤
星
病
が
来
て
良
い
梨
が

-と

れ
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
原
因

を
調
査
し
た
結
果
、
町
の
郊
外

に
筒
ピ
ヤ
ク
シ
ン

、
シ
ン
バ
ク

貝
塚
伊
吹
等
の
生
垣
用
や
観
賞

用
樹
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た

こ
と
が
原
凶
と
判
明
し
ま
し
た

も
と
も
と
赤
星
病
は
四
月
上
中

旬
の
ボ
ル

ド
液
の
撒
布
を
て
い

ね
い
に
数
回
繰
返
し
て
お
く
と

ほ
と
ん
ど
発
生
を
見
る
こ
と
が

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

し
か
し
病
菌
が
お
び
た

いム
し
く

多
い
と
、
薬
剤
の
問
げ
き
を
ね

ら
っ
て
侵
入
す
る
の
で
、

完
全

に
防
止
す
る
に
は
梨
を
栽
培
し

て
い
る
周
囲
五
町
以
内
に
ピ

ヤ

ク
シ
ン
類
の
鋭
質
問
物
を
備
え

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

利
市
の
木
の
赤
星
病
を
完
全
に

防
除
す
る
た
め
、
年
中
ボ
ル
ド

学

級

名

一

魚
津
青
年
学
級
一

下
中

島

庁

一

上

中

島

グ

一

上
中
島
女
子
。
一

鹿
熊
青
年
学
級

一

鉢

。

一

坪

野

グ

一

古

鹿

熊

。

一

上
野
方

h
q

一

下
野
方

。

一

島

尻

。

一

山

女

。

一

東

句

。

一

道
坂

。

一

加
積

。

一

道
下

。

一

経

由

。

一

天

神

。

一

小
川
寺

。

一

蛇
田

グ

一

長
引
野

。

一

計

一

二

学

級

一

市
政
日
誌

御
家
庭
の
レ

ク
リ
エ
シ
ヨ
ン

一
城
と
し
て
上
杉
景
勝
が
守
っ
た

に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
一
こ
と
も
あ
り
附
近
に
は
先
住
民

ょ
う

。

一

の

越
跡
も
発
掘
さ
れ
、

学
術
研

市
民
の
皆
様
い
よ
い
よ
ハ
イ
一
究
の
場
と
し
て
も
学
生
諸
君
に

キ
ン
グ
シ

ー
ズ
ン
が
参
り
ま
し
一

た
。

一

市
で
は
観
光
魚
津
の
発
展
の
た
一

め
に
い
ろ
/
¥
と
計
画
い
た
し

一

て
お
り
ま
す
が
既
設
の
水
族
館

一

埋
没
林
舘
に
加
え
て
新
し
く
馴

一

染
み
の
あ
る
天
神
山
を
観
光
地

一

と
し
て
開
発
し
よ
う
と
云
う
計

-

岡
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天

神
山
は
、
そ
の
昔
魚
津
城
の
出

谷国深中元四広山本沢小布盛全全全清野広野浜|代
口木井島良十回出城11時坂本永 河崎世住岡|
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舘 プ

適
用
事
業
報
告
を

お
忘
れ
な
く

労
働
基
準
法
の
適
用
を
受
け

一

る
工
場
、
問
問
な
ど
で
他
人
を

一

使
用
す
る
事
業
主
は
、
毎
年
四

一

月
一
日
現
在
で
労
働
者
数
の
現

一

況
を
四
月
三
十
日
ま
で
報
告
す

一

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か

一

ら
該
当
事
業
主
は
期
日
ま
で
に

必
ず
報
告
書
を
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

用
紙
慌
督
署
に
あ
り
ま
す
。

(
魚
津
労
働
基
準
監
督
署
)

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
頂
上

か
ら
眺
め
る
魚
津
市
の
全
貌
、

更
に
は
富
山
湾
を
隔
て
、
能
登

の
山
々
を
見
渡
し
背
後
に
雄
大

な
立
山
連
峰
を
控
え
る
風
光
は

言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
鹿
熊
坪
野
、
北
山

大
谷
附
近
も
歩
い
て
よ
し
、
パ

ス
で
よ
し
、
御
家
族
お
揃
い

の

ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
推

奨
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
ス
と
時
間
は
大
体
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
小
川
寺
、
天
神
山
コ

1

ス

魚
津

l
小
川
寺

(パ

ス
四

0
.

分
」

l
天
神
山
(
徒
歩
二

O

分

)l
魚
津
(
徒
歩
九

O
分
)

①
大
谷
、
北
山

コ
ー
ス

魚
津
!
大
谷
(
パ
ス
三

C
分
)

1
1坪
野
(
徒
歩
九

O
分
)

|

北
山

(
徒
歩
三

O
分
)
|
魚

津
(
パ
ス
三

O
分
)

①
松
倉
城
祉
コ

ー
ス

魚
津
l
古
鹿
能
…
(
パ
ス
否
分
)

)
l
松
倉
城
祉
(
徒
歩
否
分
)


